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金
剛
公
民
館
で
１
月
30
日
、

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
法
を
学
ぶ
全

６
回
の
連
続
講
座
「
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
ド
ロ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
日

は
現
状
と
課
題
を
学
び
、
災
害

調
査
の
映
像
視
聴
や
ド
ロ
ー
ン

の
飛
行
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

初
め
て
ド
ロ
ー
ン
に
触
れ
る
人

も
多
く
、
機
体
が
浮
上
し
て
空

中
で
止
ま
る
と
、
前
の
め
り
に

な
っ
て
瞳
を
輝
か
せ
た
。

　
参
加
者
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性

で
、
中
に
は
複
数
の
ド
ロ
ー
ン

を
所
有
す
る
人
も
。
し
か
し
、

趣
味
以
外
で
活
躍
す
る
場
が
な

く
、
関
連
す
る
法
令
も
分
か
ら

な
い
。
自
己
紹
介
で
は
「
皆
で

地
域
に
役
立
つ
活
用
法
を
考
え

る
、
と
い
う
所
に
興
味
を
持
っ

　
大
阪
狭
山
市
の
南
中
学
校
区

円
卓
会
議
（
吾
妻
孝
理
事
長
）

が
２
月
11
日
、10
周
年
記
念「
感

謝
の
集
い
」
を
ス
パ
ヒ
ル
ズ
で

開
催
し
た
。
古
川
市
長
ら
関
係

者
約
70
名
が
参
加
、
こ
の
10
年

の
歩
を
振
り
返
っ
た
。

　
円
卓
会
議
は
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」

を
理
念
に
、
中
学
校
区
ご
と
に

組
織
。
09
年
2
月
11
日
に
設
立

し
た
前
身
の
南
中
学
校
区
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
円
卓
会
議
が
同

市
で
最
初
の
組
織
と
な
っ
た
。

　
先
進
地
域
の
視
察
や
地
域
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
か
ら
始
め
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
▽
サ
ロ
ン
み
ら
い
開
設
▽
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
▽
元
気
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

な
ど
に
取
り
組
む
。

　
円
卓
会
議
条
例
の
制
定
に
と

も
な
い
13
年
10
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
格
を
取
得
し
、
現
組
織
に
改

組
。
そ
の
後
も
工
作
教
室
や
絵

画
教
室
の
開
催
、
高
齢
者
対
象

の
元
気
ク
ラ
ブ
、
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
、
大
型
車
両
通
行
規

制
実
施
な
ど
、
子
ど
も
育
成
事

業
や
地
域
活
性
化
事
業
、
環
境

整
備
事
業
な
ど
幅
広
い
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。 

〔
藤
原
〕

て
参
加
し
ま
し
た
」
と
い
う
声

が
目
立
っ
た
。
数
少
な
い
女
性

参
加
者
も
操
縦
体
験
を
楽
し
み
、

改
め
て
ド
ロ
ー
ン
に
興
味
を
ひ

か
れ
た
様
子
だ
っ
た
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
災
害
時
の

情
報
収
集
や
空
撮
映
像
で
の
魅

力
発
信
な
ど
を
想
定
し
て
、
い

ず
れ
は
地
域
に
役
立
つ
ド
ロ
ー

ン
飛
行
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
を

目
指
し
て
い
る
。
座
学
だ
け
で

な
く
、
石
川
河
川
敷
で
の
飛
行

実
習
な
ど
も
取
り
入
れ
る
と
い

う
。
指
導
す
る
南
河
内
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
代
表
の
辰
義

孝
さ
ん
は
、「
ド
ロ
ー
ン
は
何
が

得
意
で
何
が
苦
手
な
の
か
を
知

っ
て
ほ
し
い
。
ド
ロ
ー
ン
に
し

か
で
き
な
い
事
は
確
実
に
存
在

す
る
し
、
今
後
を
見
据
え
た
人

材
の
育
成
は
大
事
に
な
っ
て
く

る
」
と
話
し
た
。 

〔
高
砂
〕

帯
。
２
７
７
世
帯
（
３
・

４
％
）
減
っ
た
。
加
入
世

帯
の
約
10
％
が
滞
納
世
帯
。

 

〔
藤
原
〕

算
は
８
２
４
５
万
円
の
黒
字
。

累
積
で
は
７
億
９
３
７
万
円
の

黒
字
だ
っ
た
。

　
加
入
世
帯
数
は
７
８
７
４
世

９
世
帯
。
５
６
１
世
帯
（
３
・

４
％
）
減
少
し
た
。
加
入
世
帯

の
約
15
％
が
滞
納
世
帯
。

　
大
阪
狭
山
市

　
保
険
料
の
徴

収
額
は
12
・
９
億
円
。
徴
収
率

72
・
６
％
。
滞
納
は
４
・
７
億

円
、
チ
ャ
ラ
は
０
・
１
億
円
。

77
件
差
し
押
さ
え
て
、
３
７
０

８
万
円
回
収
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
４
億
９
７
６

２
万
円
繰
り
入
れ
、
単
年
度
決

収
額
は
27
・
３
億
円
。
徴
収
率

87
・
０
％
。
滞
納
は
３
・
４
億

円
。
チ
ャ
ラ
は
０
・
６
億
円
。

差
し
押
さ
え
は
１
４
０
件
で
、

２
２
９
５
万
円
を
回
収
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
９
億
６
７
１

０
万
円
繰
り
入
れ
、
単
年
度
決

算
は
７
１
７
１
万
円
の
赤
字
。

累
積
で
は
８
億
５
３
３
０
万
円

の
黒
字
だ
っ
た
。

　
加
入
世
帯
数
は
１
万
６
０
９

４
５
万
円
回
収
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
12
億
４
７
０

５
万
円
繰
り
入
れ
、
単
年
度
決

算
は
１
億
２
２
５
０
万
円
の
黒

字
。
累
積
（
実
質
収
支
）
で
は

５
３
８
５
万
円
の
黒
字
。

　
加
入
世
帯
数
は
１
万
６
３
１

０
世
帯
。
１
５
０
９
世
帯（
８
・

５
％
）
減
っ
た
。
加
入
世
帯
の

約
18
％
が
滞
納
世
帯
。

　
河
内
長
野
市
　
保
険
料
の
徴

　
富
田
林
市
と
大
阪
狭
山
市
は

17
年
度
の
国
保
事
業
で
、
単
年

度
決
算
が
黒
字
だ
っ
た
。
保
険

料
の
徴
収
率
で
は
河
内
長
野
市

が
最
も
高
い
。

　
富
田
林
市

　
保
険
料
の
徴
収

額
は
26
・
２
億
円
。
徴
収
率
80
・

７
％
。
滞
納
（
収
入
未
済
額
）

は
５
・
７
億
円
。
チ
ャ
ラ
（
不

納
欠
損
額
）
は
０
・
６
億
円
。

３
１
４
件
差
し
押
さ
え
て
９
４

「
災
害
時
に
役
立
て
た
い
」

男
性
が

大
　
半

　

金
剛
公
民
館
で
連
続
講
座

円
卓
会
議
、10
周
年
祝
う

狭
山
南
中
校
区
が
街
作
り
に
貢
献

富
田
林
・
狭
山
が
黒
字

徴
収
率
は
河
内
長
野
が
最
高

17年度の国保

2017年度の国保料徴収状況
富田林市 河内長野市 大阪狭山市

17年度分の保険料 26.3億円 27.1億円 12.8億円

　　 〃　　 徴 収 額 24.6億円 26.0億円 11.9億円

　　 〃　　 徴 収 率 93.1% 95.8% 93.2%

　　 〃　　 滞 納 額 1.8億円 1.1億円 0.9億円

繰越滞納分の保険料 6.2億円 4.2億円 5.0億円

　　 〃 　　徴収額 1.7億円 1.3億円 1.0億円

　　 〃 　　徴収率 27.8% 30.3% 19.8%

　　 〃 　　滞納額 3.8億円 2.3億円 3.9億円

徴 収 額 の 合 計 26.2億円 27.3億円 12.9億円

全 体 の 徴 収 率 80.7% 87.0% 72.6%

滞 納 額 の 合 計 5.7億円 3.4億円 4.7億円

徴収免除とした
（不納欠損）額 0.6億円 0.6億円 0.1億円

ドローンの活用法考える




